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サービス利用料金の説明 

【１】居宅介護サービス費および利用者負担金について 

（１）サービス費は、サービス内容や時間ごとに決められた単位数および基準に定められた

要件を満たすことで得られる加算により、利用されたサービスの合計に地域単価を乗

じた金額となります。 

（２）利用者負担金は、サービス費に１０／１００を乗じて得た金額となります。利用者負

担金に関してお支払い頂く金額は、利用者負担上限額（受給者証に記載される負担上限

月額）を限度に、原則としてサービス費の 1割相当額となります。利用者の利用者負担

上限額を超えた部分に関しては、事業者は、市区町村から利用者の代わりにサービス費

を受け取るものとします。 

（３）サービス当日のキャンセル、訪問時不在によるキャンセルの場合、キャンセル料が

発生する場合があります。 

（４）サービス費は、障害者福祉関係法令に定める地域区分毎の１単位の単価が異なります。

当事業所の地域区分と地域単価は、下記表のとおりとなります。 

≪令和  年  月現在の地域区分と地域単価≫ 

該当  〇       

地域区分 1級地 2級地 3級地 4級地 5級地 6級地 7級地 その他 

地域単価 11.20円 10.96円 10.90円 10.72円 10.60円 10.36円 10.18円 10円 

※（５）のサービス費は、上記の地域区分・単価に基づき算出された額となります。 

（５）居宅介護サービス費については下記の通りとなります。 

表１ 居宅介護サービス費 

ア．身体介護の場合 

所要時間 単位数 サービス費 利用者負担金 

30 分未満 ２５６単位 ２，８０６円 ２８１円 

30 分以上 60 分未満 ４０４単位 ４，４２８円 ４４３円 

60 分以上 1 時間 30 分未満 ５８７単位 ６，４３４円 ６４３円 

1 時間 30 分以上 2 時間未満 ６６９単位 ７，３３２円 ７３３円 

2 時間以上 2 時間 30 分未満 ７５４単位 ８，２６４円 ８２６円 

2 時間 30 分以上 3 時間未満 ８３７単位 ９，１７４円 ９１７円 

3 時間以上 30 分増す毎に ＋８３単位 ９１０円 ９１円 

イ．家事援助の場合 

所要時間 単位数 サービス費 利用者負担金 

30 分未満 １０６単位 １，１６２円 １１６円 

30 分以上 45 分未満 １５３単位 １，６７７円 １６８円 

45 分以上 1 時間未満 １９７単位 ２，１５９円 ２１６円 
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1 時間以上 1 時間 15 分未満 ２３９単位 ２，６１９円 ２６２円 

1 時間 15 分以上 1 時間 30 分未満 ２７５単位 ３，０１４円 ３０１円 

1 時間 30 分以上 ３１１単位 ３，４０９円 ３４１円 

以降 15 分増す毎 ＋３５単位 ３８４円 ３８円 

（６）通常の時間帯(午前８時～午後６時)以外の時間帯でサービスを行う場合、サービス費

は次の加算割合で割増されます。 

早朝(午前６時～午前８時)、夜間(午後６時～午後１０時) ＋２５％ 

深夜(午後１０時～午前６時) ＋５０％ 

（７）同時に２名の介護従業者によりサービスを提供する必要があると判断される場合に

は、利用者の同意を得た上で、２名の介護従業者によりサービスを提供するものとし

ます。この場合は、それぞれの介護従業者が行うサービスにつき、所定単位を算定し

ます。 

（８）当事業所が、厚生労働大臣が定める基準に適合し、都道府県知事等に届出をした場合、

特定事業所加算として、その基準で規定されている区分に従い、サービス費に加算する

ものとします。なお、当事業所の特定事業所加算の該当する区分は、下記表のとおりと

なります。 

≪厚生労働大臣が定める基準：算定要件・加算率≫  

特定事業所加算 

該当 区分 加算率 

○ 特定事業所加算なし +０％ 

 特定事業所加算（Ⅰ） ＋２０％ 

 特定事業所加算（Ⅱ） ＋１０％ 

 特定事業所加算（Ⅲ） ＋１０％ 

 特定事業所加算（Ⅳ） ＋５％ 

 特定事業所加算（Ⅴ） ＋３％ 

（９）利用者が、厚生労働大臣が定める地域の特別地域に所在する場合、特別地域加算と

して、１５％の割合をサービス費に加算します。 

（１０）利用者やその家族からの要請に基づき、サービス提供責任者が居宅介護計画の変

更等を行い、介護従業者が居宅介護計画にない身体介護を行った場合、緊急時対応加

算として、１月に２回を限度として、１回につき１００単位をサービス費に加算しま

す。 

（１１）新規に居宅介護計画を作成した利用者に対して、初回サービスと同月内に、サー

ビス提供責任者が、自ら居宅介護等を行う場合または他の介護従業者が居宅介護等を

行う際に同行訪問した場合、初回加算として、１月で２００単位をサービス費に加算
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します。 

（１２）利用者が、当事業所に利用者負担上限額の管理を依頼し、当事業所以外の他事業 

所のサービスを利用したとき、当事業所が利用者負担上限額の管理を行った場合に、 

利用者負担上限額管理加算として、１月で１５０単位をサービス費に加算します。な 

お、当事業所のサービスを利用していない場合において、当事業所が利用者負担上限 

額の管理を行った場合も算定します。 

（１３）特定事業所加算（Ⅰ）を算定していない事業所において、介護職員等がたんの吸

引等を実施した場合に、喀痰吸引支援体制加算として、利用者１人１日当たり１００

単位を加算します。（ただし、当事業所がたんの吸引等の業務を行うための登録を受

けている場合に限る。）   

（１４）当事業所が、精神障害者等の専門職と連携し、利用者の心身の状況等の評価を共同

して行った場合に、福祉専門職員等連携加算として 1 回当たり５６４単位を加算しま

す。（初回から９０日の間において３回限り） 

（１５）当事業所が、厚生労働大臣が定める基準に適合し、介護職員の賃金改善等を実施し

ているものとして都道府県知事等に届出をした場合、福祉・介護職員処遇改善加算とし

て（１６）に掲げる表の規定区分に従い、所定単位数に加算するものとします。 

（１６）当事業所の福祉・介護職員処遇改善加算等の該当する区分は、下記表のとおりとな

ります。 

 

 ≪福祉・介護職員処遇改善加算（居宅介護）（重度訪問介護）≫ 

該当 処遇改善加算の区分 加算率 居宅介護 重度訪問 

 福祉・介護職員処遇改善加算該当なし 1 月に算定した単位数の合計× ０％ ０％ 

 福祉・介護職員処遇改善加算（Ⅰ） 1 月に算定した単位数の合計× ４１．７％ ３４．３％ 

○ 福祉・介護職員処遇改善加算（Ⅱ） 1 月に算定した単位数の合計× ４０．２％ ３２．８％ 

 福祉・介護職員処遇改善加算（Ⅲ） 1 月に算定した単位数の合計× ３４．７％ ２７．３％ 

 福祉・介護職員処遇改善加算（Ⅳ） 1 月に算定した単位数の合計× ２７．３％ ２１．９％ 

 

【２】重度訪問介護サービス費および利用者負担金について 

（１）上記「【１】居宅介護サービス費および利用者負担金について」に記載される

（１）から（４）および （６）、（７）、（９）から（１４）においては、重度訪問介護サ

ービスとしても同様となります。ただし、（１４）に適用する規定区分は、下記（７）の

表に掲げる区分に従います。 
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（２）重度訪問介護サービス費については、下記のとおりとなります。 

イ．重度訪問介護 

所要時間 単位数 サービス費 利用者負担金 

1 時間未満 １８６単位  ２，０３９円 ２０４円 

1 時間以上 1 時間 30 分未満 ２７７単位  ３，０３６円 ３０４円 

1 時間 30 分以上 2 時間未満 ３６９単位  ４，０４４円 ４０４円 

2 時間以上 2 時間 30 分未満 ４６１単位  ５，０５３円 ５０５円 

2 時間 30 分以上 3 時間未満 ５５３単位  ６，０６１円 ６０６円 

3 時間以上 3 時間 30 分未満 ６４４単位  ７，０５８円 ７０６円 

3 時間 30 分以上 4 時間未満 ７３６単位  ８，０６７円 ８０７円 

4 時間以上 8 時間未満（30 分単位） ８２１単位 ８，９９８円 ９００円 

以降 30 分増す毎に +８５単位  ９３２円 ９３円 

8 時間以上 12 時間未満（30 分単位） １，５０５単位 １６，４９５円 １，６４９円 

以降 30 分増す毎に +８５単位  ９３２円 ９３円 

12 時間以上 16 時間未満(30 分単位) ２，１８４単位 ２３，９３７円 ２，３９４円 

以降 30 分増す毎に +８１単位  ８８８円 ８９円 

16 時間以上 20 時間未満(30 分単位) ２，８３４単位 ３１，０６１円 ３，１０６円 

以降 30 分増す毎に +８６単位  ９４３円 ９４円 

20 時間以上 24 時間未満(30 分単位) ３，５２０単位 ３８，５７９円 ３，８５８円 

以降 30 分増す毎に +８０単位  ８７７円 ８８円 

（３）障害支援区分６に該当し、意思疎通を図ることに著しい支障がある利用者で、人工呼

吸による呼吸管理を行っている、または、最重度の知的障害のある利用者にサービスを

提供した場合に、１５％の割合をサービス費に加算します。 

（４）障害程度区分６に該当する利用者にサービスを提供した場合に、８．５％の割合をサ

ービス費に加算します。 

（５）障害支援区分６に該当する利用者に対し、事業所が新規に採用したヘルパーにより支

援が行われる場合において、当該利用者の支援に熟練したヘルパーが同行して支援を

行った場合に、それぞれのヘルパーが行う重度訪問介護につき、所定単位数の１００分

の８５を算定します（算定開始から１２０時間に限る）。 

（６）当事業所が、行動障害にかかる支援計画等作成者と連携し、利用者の心身の状況等の

評価を共同して行った場合に、行動障害支援連携加算として５８４単位を加算します。

（初回から３０日の間において１回限り） 

（７）障害支援区分６に該当する利用者に対して、病院、診療所、介護老人保健施設、介護

医療院及び助産所への入院（入所を含む）中にコミュニケーション支援等を提供した場

合所定単位数を算定します。 
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  報酬は入院中以外の基本報酬と同様となります。 

所要時間 入院中 入所中 サービス費 利用者負担金 

1 時間未満 １８６単位  １８６単位  ２，０３９円 ２０４円 

1 時間以上 1 時間 30 分未満 ２７７単位  ２７７単位  ３，０３６円 ３０４円 

※ 他の時間の単位も同様 

（８）当事業所が、厚生労働大臣が定める基準に適合し、都道府県知事に届出をした場

合、特定事業所加算として、その基準で規定されている区分に従い、サービス費に加

算するものとします。なお、当事業所の特定事業所加算の該当する区分は、下記表の

とおりとなります。 

≪厚生労働大臣が定める基準：算定要件・加算率≫   特定事業所加算 

該当 区分 加算率 

○ 特定事業所加算なし +０％ 

 特定事業所加算（Ⅰ） ＋２０％ 

 特定事業所加算（Ⅱ） ＋１０％ 

 特定事業所加算（Ⅲ） ＋１０％ 

 特定事業所加算（Ⅳ） ＋５％ 

 特定事業所加算（Ⅴ） ＋３％ 

（９）利用者に対して、外出時における移動中の介護を行った場合に、下記加算を算定し

ます。 

ロ．移動介護加算 

所要時間 
単位数（１回

毎） 
サービス費 利用者負担金 

1 時間未満 １００単位 １，０９６円 １１０円 

1 時間以上 1 時間 30 分未満 １２５単位 １，３７０円 １３７円 

1 時間 30 分以上 2 時間未満 １５０単位 １，６４４円 １６４円 

2 時間以上 2 時間 30 分未満 １７５単位 １，９１８円 １９２円 

2 時間 30 分以上 3 時間未満 ２００単位 ２，１９２円 ２２０円 

3 時間以上 ２５０単位 ２，７４０円 ２７４円 

（１０）当事業所の福祉・介護職員処遇改善加算の該当する区分は、【１】（１６）に示す表

のとおりとなります。 

 

【３】サービス利用料金に関するその他事項 

（１）事業者は、市区町村から支給される利用者の介護給付費等を、利用者に代わって市区
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町村から受領するものとします（代理受領）。 

（２）事業者が市区町村から代理受領した介護給付等の額については、利用者に通知するも 

のとします。 

（３）サービスのご利用について、利用者が介護給付費等の支給決定を受けているサービス

をご利用される場合には、消費税はかかりません。 

（４）事業者が介護給付費等の代理受領を行わない場合には、利用者は、事業者に対して 

サービス費の全額をいったんお支払い頂きます。この場合、事業者は、利用者に対し 

て「サービス提供証明書」を交付します。利用者は、「サービス提供証明書」と「領 

収書」を添えてお住まいの市区町村に申請すると介護給付費等が支給されます。 

（５）利用者負担金は障害者福祉関係法令に基づいて定められているため、契約期間中に障

害者福祉関係法令が改定された場合には、改定後の金額を適用するものとします。この

場合、事業者は改定内容決定後速やかに利用者に対し通知し同意を得ます。 

（６）介護従業者等が利用者宅を訪問する際にかかる交通費については、原則無料となりま

す。 

（７）買い物・通院の同行等で介護従業者に係る交通費等は、利用者負担にて原則当日清算

となります。また、片道のみのサービスの提供であっても利用者宅からの往復に係る訪

問介護員分の交通費を利用者にご負担いただきます。 

（８）その他、サービスの提供に際し、別途費用が発生した場合には、介護従業者分を含む

費用の実費を利用者にご負担頂きます。 

 

 

  




